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１２
月
１１
日
、
校
友
会
主
催

の
「
留
学
生
を
囲
む
会
」
を

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
い
た

∥
写
真
。

当
日
は
留
学
生
１４
人
（
韓

国
６
人
、
中
国
７
人
、
タ
イ

１
人
）
と
大
学
関
係
者
ら
４０

人
が
出
席
。
池
本
卯
典
校
友

会
副
会
長
、
田
中
實
専
修
大

学
常
務
理
事
が
留
学
生
へ
の

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述

べ
、
石
岡
泰
子
育
友
会
副
会

長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
な
ご

や
か
に
歓
談
し
た
。途
中
、水

﨑
保
男
校
友
会
総
務
部
長
か

ら
校
友
会
の
活
動
内
容
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
菅
沼

堅
吾
育
友
会
長
が
２
カ
国
語

で
あ
い
さ
つ
し
て
盛
り
上
が

り
、
留
学
生
一
人
ひ
と
り
が

り
ゅ
う
ち
ょ
う

流

暢
な
日
本
語
で
留
学
の

き
っ
か
け
や
、
学
生
生
活
に

つ
い
て
語
り
、
参
会
者
か
ら

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

最
後
に
岡
嶋
紀
夫
校
友
会

体
育
振
興
部
副
部
長
の
リ
ー

ド
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
閉
会

し
た
。

現
行
サ
ー
ビ
ス
終
了
と
新
サ

ー
ビ
ス
開
始
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ

専
修
大
学
と
卒
業
生
お
よ

び
卒
業
生
同
士
の
交
流
を
促

進
す
る
目
的
で
、
２
０
０
６

年
度
よ
り
「
専
修
大
学
生
涯

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
サ
ー
ビ

ス
」
を
提
供
し
て
き
ま
し
た

が
、
学
内
シ
ス
テ
ム
の
変
更

に
伴
い
、
２
０
１
０
年
３
月

５
日
１７
時
を
も
っ
て
現
行
の

生
涯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
サ
ー

ビ
ス
を
終
了
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
（
利
用
登
録
は

１２
月
２４
日
正
午
に
停
止
し
ま

し
た
。）

現
行
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

サ
ー
ビ
ス
終
了
に
伴
い
、
在

学
時
に
利
用
し
て
い
た
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
あ
て
の
メ
ー
ル

を
他
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

転
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
終
了

と
な
り
、
在
学
時
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
が
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。現
在
、同
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
中
の
皆
様
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
下
に

ご
案
内
す
る
新
サ
ー
ビ
ス
へ

の
再
登
録
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
引
き
続
き
同
サ

ー
ビ
ス
を
ご
利
用
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
再
登
録
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ご
利

用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
皆
様

に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
サ
ー

ビ
ス
へ
の
ご
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

＜

新
サ
ー
ビ
ス
の
内
容＞

卒
業
生
用
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
取
得
で
き
ま
す
。

【
現
在
の
生
涯
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
】

在
学
時
の
ユ
ー
ザ

登
録
名@

i
s
c
.
s
e
n
s
h
u-

u
.
a
c
.
j
p

【
新
し
い
生
涯
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
】

在
学
時
の
ユ
ー
ザ

登
録
名@

y
m
.
s
e
n
s
h
u
- u
.

j
pY
a
h
o
o
!

メ
ー
ル
を
メ
ー

ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
採
用
す

る
た
め
、メ
ー
ル
の
送
受
信
、

登
録
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
検

索
な
ど
が
可
能
に
な
り
ま

す
。既

にY
a
h
o
o
!

の
ア
カ
ウ

ン
ト
を
お
持
ち
の
場
合
、
そ

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
新
シ
ス
テ

ム
の
ロ
グ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。（
要
登
録
）

現
行
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

も
、
新
シ
ス
テ
ム
に
新
規
登

録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
学
／
校
友
会
よ
り
卒
業
生

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を

メ
ー
ル
で
お
届
け
し
ま
す
。

◇

新
サ
ー
ビ
ス
は
２
０
１
０

年
３
月
１
日
よ
り
登
録
お
よ

び
利
用
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
ご
登
録
の
対
象
者
は
１

９
９
８
年
３
月
以
降
に
専
修

大
学
を
卒
業
し
た
方
と
な
り

ま
す
。
新
シ
ス
テ
ム
の
登
録

方
法
、
利
用
方
法
等
は
別

途
、
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。〈

台
東
支
部
総
会
〉

▽
２
月
６
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
台
東
区
の
割
烹「
大
槻
」


山
下
志
朗
氏
☎
０
９
０

（
１
６
９
７
）
４
７
２
０

〈
山
口
支
部
総
会
〉

▽
２
月
６
日
（
土
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
山
口
市
湯
田
温
泉

・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ
３

階
「
孔
雀
の
間
」

光
地
貢

氏
☎
０
９
０
（
７
５
４
２
）

９
４
５
７

１
月
３
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
「
箱
根
駅
伝
の
応
援

に
感
謝
す
る
会
」
が
初
め
て

開
催
さ
れ
た
。
校
友
、育
友
、

留
学
生
ら
約
１
５
０
人
が
参

加
し
、
連
日
に
わ
た
る
応
援

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
２
０
１

１
年
の
箱
根
駅
伝
に
向
け
て

結
束
を
固
め
た
。

今
年
度
は
計
１２
の
応
援
ポ

イ
ン
ト
を
設
定
し
、
各
ポ
イ

ン
ト
で
選
手
た
ち
に
熱
い
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。
当
日
の
応

援
を
終
え
た
方
々
が
会
場
に

駆
け
つ
け
る
な
か
、
宮
岡
孝

之
専
修
大
学
理
事
（
法
科
大

学
院
教
授
）
の
司
会
で
会
は

進
行
。
は
じ
め
に
、
沿
道
を

の
ぼ
り

「
専
修
大
学
」
の
幟
で
埋
め

尽
く
す
『
３
０
０
０
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
の
発
起
人
で
あ

る
雜
賀
日
出
夫
さ
ん
（
平
元

法
）
が
「
年
々
、
多
く
の
方

に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、
今

年
は
１
０
０
０
本
の
幟
を
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。
菅

沼
育
友
会
長

の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
河

本
雄
三
さ
ん

（

昭

４５

経

済
）
が
「
１２

月
に
開
催
し

た
『
留
学
生

を
囲
む
会
』

で
連
携
を
深

め
、
今
回
は

多
く
の
留
学

生
が
応
援
に
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
」
と
留
学
生
の
参
加

経
緯
を
述
べ
た
。
最
後
に
鈴

木
雅
之
さ
ん
、
岩
崎
哲
久
さ

ん（
と
も
に
昭
６２
法
）の
音
頭

で
校
歌
を
斉
唱
し
た
。

校
友
で
画
家
の
谷
合
浩
典

氏（
昭
４３
商
）か
ら
油
彩
画
が

寄
贈
さ
れ
、１２
月
１６
日
、日
髙

義
博
理
事
長
・
学
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
∥
写
真
。

谷
合
氏
か
ら
の
絵
画
寄
贈

は
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
リ

ー
ン
ト
ッ
プ
２
階
に
展
示
さ

れ
て
い
る
「
姉
妹
」
を
は
じ

め
、
今
回
で
５
作
品
目
。
寄

贈
さ
れ
た
「
卓
上
バ
ラ
」
は

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
法
科
大

学
院
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

【聴 講 期 間】４月～７月、９月～２０１１年１月

【聴 講 場 所】生田キャンパス（昼間）

【募集要項配布】２月２日（火）～６日（土）

【出 願 期 間】２月２日（火）～１５日（月）

【選考日・方法】３月６日（土）書類審査および面接

 教務課経済学部 ☎０４４（９１１）１２５７

６
年
間
の
国
会
議
員
秘
書

時
代
「
相
手
が
求
め
て
い
る

も
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」
を

常
に
心
が
け
て
い
た
と
い

う
。
３１
歳
で
県
議
に
、
４０
歳

で
四
国
中
央
市
の
初
代
市
長

に
（
０７
年
４
月
再
選
）
。
「
一

生
懸
命
に
や
れ
ば
、
活
躍
の

ス
テ
ー
ジ
は
自
然
に
広
が

る
」
と
信
じ
る
。
昨
年
４
月

に
は
、
「
地
域
経
営
業
の
達

人
」１
３
５
人
に
選
ば
れ
た
。

２
市
、
１
町
、
１
村
の
合

併
で
誕
生
し
た
四
国
中
央
市

は
、
四
国
の
産
業
・
交
通
の

拠
点
で
、
紙
・
紙
加
工
製
品

出
荷
量
は
全
国

１
位
。
「
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を

生
か
し
、
新
た

な
強
み
を
見
い

だ
し
て
発
展
さ

せ
て
い
き

た

い
」
と
語
る
。

行
政
改
革
達
成

度
四
国
一
を
目

標
に
掲
げ
、
住

ん
で
良
か
っ
た

と
満
足
し
て
も

ら
え
る
「
質
感

の
高
い
ま
ち
」

を
目
指
す
。
「
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
て
い

る
こ
と
が
大
切
。
市
民
を
家

族
と
考
え
、
成
長
を
見
守
る

『
家
長
』
の
つ
も
り
で
市
政

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

第
３
セ
ク
タ
ー
や
ま
び
こ

の
社
長
も
務
め
、
運
営
す
る

「
霧
の
森
」
で
は
名
産
の
新

宮
茶
を
用
い
た
「
霧
の
森
大

福
」
が
大
人
気
だ
が
、
全
国

展
開
は
し
て
い
な
い
。
「
雇

用
を
確
保
す
る
こ
と
と
、
実

際
に
足
を
運
ん
で
も
ら
っ
て

自
然
を
体
感
し
て
も
ら
う
こ

と
が
本
来
の
目
的
で
す
。
社

員
に
も
市
職
員
に
も
、
お
も

て
な
し
の
心
を
大
切
に
と
常

に
話
し
て
い
ま
す
」。

「
夢
を
語
る
本
」
で
中
高

生
に
人
気
の
詩
人
・
木
村
行

伸
（
愛
称
き
む
）
さ
ん
と
交

流
を
も
ち
、「
市
長
の
仕
事
」

を
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
す
る

本
を
企
画
し
て
い
る
。
副
会

長
を
務
め
る
全
国
青
年
市
長

会
の
メ
ン
バ
ー
が
協
力
。

「
今
の
子
ど
も
は
夢
が
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
我
々
大
人
の
責
任
。
夢

を
持
て
れ
ば
自
然
に
笑
顔
に

な
る
。
身
近
な
社
会
の
仕
組

み
を
伝
え
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
笑
顔
で
い
っ
ぱ

い
に
し
た
い
」
。

小
学
生
の
こ
ろ
、
地
図
を

広
げ
、
自
分
の
ま
ち
の
産
業

が
全
国
で
何
位
か
気
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
。
地
方
分
権

か
ら
地
域
主
権
の
時
代
が
そ

こ
ま
で
来
て
い
る
。「
住
ん
で

い
る
ま
ち
を
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

に
し
た
い
」。幼
き
日
の
夢
実

現
に
向
け
、走
り
続
け
る
。

「
ア
ド
ニ
ス
５０
号
」刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
５０

号
」
が
１
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
新

春
特
別
企
画
と
し
て
甘
竹
秀

雄
校
友
会
長
と
菅
沼
堅
吾
育

友
会
長
と
の
対
談
、
仕
事
基

礎
力
の
第
４
回
「
問
題
発
見

・
解
決
力
」
、
わ
れ
ら
専
修

人
は
ワ
キ
ノ
ア
ー
ト
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
代
表
の
脇
野
佑
一
さ

ん
、
弁
護
士
の
迫
野
馨
恵
さ

ん
の
紹
介
で
す
。
こ
の
ほ
か

「
創
立
１
３
０
年
記
念
」関
連

記
事
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

◇
校
友
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
�
０３
（
３
２
６
５
）
７
５
７

９
へ
。

元
中
学
教
諭
の
諸
角
弘
さ

ん
（
昭
２８
商
経
）
が
昨
年
１１

月
、
作
品
集
「
初
冠
」
を
刊
行

し
た
。
短
編
集
「
う
ろ
う
ろ

舟
」
を
０８
年
に
刊
行
し
て
い

る
が
（
本
紙
第
４
５
６
号
既

報
）
、
今
回
の
作
品
集
は
全

７
編
で
時
代
小
説
あ
り
、
戯

曲
あ
り
、演
劇
台
本
あ
り
と
、

実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

表
題
作
「
初
冠
」
は
元
服

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
武

田
信
虎
の
次
男
・
次
郎
が
主

人
公
の
時
代
小
説
。
初
冠
と

は
元
服
の
別
称
で
、
「
頭
髪

や
服
装
を
幼
童
の
も
の
か
ら

成
人
の
装
い
に
改
め
、
そ
の

と
き
冠
（
烏
帽
子
）を
着
け
」

る
こ
と
か
ら
、
こ
う
呼
ば
れ

て
い
る
。

戯
曲
「
夕
山
彦
」
は
美
し

い
秋
の
奥
相
模
を
舞
台
に
、

山
村
に
住
む

人
た
ち
の
考

え

方

や

行

動
、
心
の
動

き
を
と
ら
え

よ
う
と
し
た
小
品
。ま
た
、演

劇
部
顧
問
だ
っ
た
時
に
放
送

劇
の
台
本
と
し
て
執
筆
さ
れ

た
「
乙
女
雲
」や
、ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
の
台
本
「
棟
札
」

な
ど
を
収
め
、
諸
角
さ
ん
の

幅
広
い
執
筆
活
動
の
一
端
が

う
か
が
え
る
作
品
集
だ
。

無料法律相談会
◇２月１７日（水）

藤代浩則先生
矢野敏生先生

◇３月１７日（水）

鈴木康祐先生
鈴木健三先生

 ０３（３２６４）１７２１

う
い

こ
う
ぶ
り

『
初

冠
』

谷
合

浩
典
氏
が
油
彩
画
寄
贈

＝なごやかに歓談＝
校友会主催「留学生を囲む会」

著

諸
角

弘
（
昭
２８
商
経
）

日
髙
理
事
長
・
学
長
か
ら
感
謝
状

一人ひとりの幸せづくりの応援を

▼ 肩を組み校歌を斉唱（右端がリーダーをとった鈴木さん）

初
め
て
開
催
校
友
、育
友
、留
学
生
ら
１
５
０
人
が
参
加

箱箱根根駅駅伝伝のの応応援援にに感感謝謝すするる会会

来
年
に
向
け
結
束
誓
う

質
感
の
高
い
ま
ち
「
四
国
１
位
」
を

目
指
す
愛
媛
県
四
国
中
央
市
長

い

は
ら

た
く
み

井
原

巧
さ
ん

▲ 応援ポイントから多くの方が駆

けつけ、熱い思いを語り合った

（
昭
６１
経
営
）
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